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第 2級アル コール系界面活性剤の特性 に関す る研究
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Studies on Characteri■ iCS Of Surfactant derived f■om Secollldary AIcohol

コ etergency alld Rinsing P■ operties―

MihOkO DHOMYO,Ryoko NAKAMURA,*Seilei voSIKAWA**

(Sept. 17,

1.緒     言

物質文化の急激な発展に伴つて,一方では,人間の

生活環境にとつて好ましくない影響が生じつつあるこ

とが社会問題化しており,その解決の必要性が最近特

に強く認識されてきている。公害対策の問題や製品の

安全性の確認など,消費者志向の問題がその例である。

合成洗剤についても,最近特にいろいろ問題にされ

ているが,なかでも水質汚濁という形での公害問題
1)2)

が大きくとりあげられている。そこで,現在では,L
ASをはじめ,種々の生分解性のよい活性剤に変換さ

れ,事実,製品もでている。特に最近ノルマルパラフ

ィンが工業的に入手しやすくなつているため,生分解

性のょいセカングリーアルコールが注目されている。

そこで,本報文では,セ カングリーアルコールから

誘導された界面活性剤を成分とする洗剤の洗浄性をし

らべることにし,併せて,マルセル石けんをはじめ,

今までの市販洗剤と比較し,洗浄性,な らびにすすぎ

性を検討したので,これらの結果について報告する。

2 実 験 方 法

油化学協会法3)に より作製した人工汚染布を用い,

4種洗剤の洗浄効果を検討した。

2.1 人工汚染布の作製     ‐

汚染布には油化学協会指定の標準汚染布用綿布及び

市販のポリエステル試験用布を用いた。汚染するに先

だち,以上用布を60℃ の蒸留水で 1時間糊抜き (浴比

1:70)を 2回 くり返し, 4回すすぎ後風乾した。こ

れを, ソックスレー抽出器を用いて,ベ ンゼン・ユタ

ノール1:1混合液で10時間精製し,風乾した。

人工汚染浴組成の 1部のカーボンブラック (玉川圧

縮C級 )はエチルニーテルで10時間精製し, 105℃ で

3時間乾燥した後,予L鉢ですりつぶし,分散させ,実

験に供した。

* 松陰女子学院短期大学
**奈良佐保女学院短期大学

1983受理)

四塩化炭素は脱水剤に無水塩化カルシウムを加え,

水分を除去した後,再蒸留したものを用いた。

人工汚染布組成は,カ ーボンブラック 04g,牛 :静

極度硬化油 0.2g,流動パラフィン 04g,cc14 400
mこ とした。バット汚染法により, 1分間汚染し,反
射率30± 2%の ものを使用した。作製後10日 以上 1ケ

月以内のものを実験に供した。

2.2洗 剤

第 2級高級 アルコールに, エチレンオキサイ ド 14

mol付加し,さ らに末端をスルフォン化したアニオン

性の界面活性剤 (以後A洗剤と称す)と非イオン系界

面活性剤として市販洗剤のサラット(B洗剤), 並び

にSDS系界面活性剤 (Ct洗剤)と マルセル石けん

(C2洗剤)の 4種類を用いた。

但し, SDS系界面活性剤組成は 100g中 に,無水

硫酸ソーダ70g,ラ ウリル硫酸ソーダ26g,cMc4
gと した。

各種洗剤のPHを表 1に示した。

Table l Detergent of PH

Detergent P H

10.0
9.6
6.0

10.5

2.3 洗浄実験

1)洗剤濃度

0 05ライ, 0.075′る, 0.1′

`, 0 15′

る, 0 2′る, 0.3′

`ψ

D

6段階で洗浄した。

2)洗浄温度

20℃ ,30℃ ,40℃ ,60℃ の 4段階で洗浄した。なお,

洗浄には Launder―Meter(大栄科学精器製作所

製,42r.p.m.)を 用いた。

Ci
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:洗浄布 (5× 10Cm)は洗浄ビン1個に 1枚を,■ 浴

量100mι に入れ,さ らにスチールボール10個を入れ,

洗浄した。

3)すすぎ

洗浄後,同温度の蒸留水で,洗浄と同様にLaunder

―Meterを用い, 1分間すすぎ3回を行つた。

4)洗浄効率

日立光電反射率計を用いて,表面反射率を測定した。

'(%)={(2-2s)/(2ο
 Rs))× 100

但し,Dは洗浄効率,R″ は洗浄布の表面反射率,

2ο は原白布の表面反射率,2sは汚染布の表面反射

率である。

5)すすぎの効果

残留界面活性剤の定量を電気伝導度計 (東亜電波工

業CM-2A)を 用いて測定した。

2.4 吸着実験

1)試験布

洗浄実験と同様に処理したものをさらに, ソックス

レー抽出器でエチルエーテルにより24時間抽出を行

ない,乾燥後,20± 2℃ 65± 2%で保存したもの

を実験に供した。

2)吸着条件              ‐

浴比 1:25 洗剤濃度0.3% 温度40℃

3)実験方法

調湿した試験布 4gを精絆し, 洗剤溶液 100mι 中

に入れ,恒温槽中に 2時間振とうを加えながら放置

し,後,試験布をとり出し,残液濃度を測定した。

すすぎは 3回, 40℃ の蒸留水 100mι 中で5時間行

ない,おのおのの残浴の濃度を測定した。

4)吸着率

イ)A洗浄,SDS系 洗剤,マ ルセル石けんの布ヘ

の吸着量測定

電気伝導度計を用いて残浴の電気伝導度を測定

し,あ らかじめ作成した検量線より,濃度を求め

∞    OJ    02   
“COnc of Detergent (%)

Fig。 1-l DeteFgency of Detergent A fOr
cotton.

′L。

口)非イオン系洗剤サラットの布への吸着量測定

リンモリブデン酸法により測定

(リ ンモリブデン酸法)

試料溶液 100mι を 300mι のビーカーにとり,

これに10%塩酸,お よび10%塩化パリウム溶液各

5 mι を加え,かきまぜながら,10%リ ンモリブ

デン酸溶液 5 mZを 滴下し,水で150mι に希釈し

て黄緑色の沈でんが生成し終った後,沸騰させ,

ついでビーカーにふたをして一夜放置する。あら

かじめ恒量としたガラスフィルター (G4)でろ

過し, 100mZの 水で洗浄後, 105～ 110℃ で乾燥

し,恒量とする。

非イオン界面活性剤量は次の計算より求めた。

非イオン界面活性剤量(g)=沈でん量(g)/F
ここでFはあらかじめ種々の濃度における沈でん

量(g)/洗剤量(g)を実測して決定する係数であ

る。

以上より,

μ )=     ×Ю0

但し, "は布上に吸着した洗浄の対繊維重量%
Cは初液の洗浄量, Coは 2時間処理後の残浴中

の洗剤量, Ctは 1回すすぎ後の残浴中の洗剤量,

C2は 2回すすぎ後の残浴中の洗剤量, Csは 3

回すすぎ後の残浴中の洗剤量,Ctlは 繊維重量であ

る
`

3 実験結果およびその考察

3.1:A洗 剤の木綿布に対する各条件下について

の洗浄性の考察

∞    01    Q2    
“Conc.of Detelgent(%)

Fig.1-2 Detergency of Anionic detergent
Ci for cotton.
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3.2 A洗 剤のポリエステル布に対する洗浄効率

についての考察

図2-1, 2-2および2-3よ り,洗浄温度が上

昇すると,洗浄効率が良くなる。木綿布で認められる

程大きな変化はみられないが,低温20℃ では,40℃ ,

60℃ に比べ,洗浄効率は悪いが,全体的には高い洗浄

性を示している。これにくらべ,他の洗剤においては,―E「 200C

-30° C
― -40°C

-60° C

Conc of Detergent (%)

Fig。 1-3 Detergency of Anionic detergent
C2fOr COtton.

02 Q3

Conc of Detergent(%)

Fig. 1-4 Detergency Of NoniOnic detergent

for cotton.

℃,60℃ では洗浄

効率の差はほとん

どない。これは図

1-2にみられる

様な, SDS系 界

面活性剤のもつ低

温度における洗浄

性の低下という特

性と同様の傾向を

示している。

次に洗剤の濃度

変化に伴う洗浄効

果について述べる

と図 1-2にみら

れるSDS系界面

活性剤の濃度による洗浄効率のばらつき,図 1-3の
マルセル石けんの,低濃度による洗浄力の低下は,A
洗剤にはみられない。又,図 1-4の非イオン界面活

性剤サラットと同様に濃度差による洗浄効率の大きな

ひらきがなく,低濃度において高い洗浄効率を示して

いることがわかる。
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Fig.1-5 Detergency― Telm‐

perature fOr cotton

at O,2% solu.
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―D-204c
―A-40・C

-60t

∞     Q:     02     03
Conc.of Detergent(%)

Fig.2-l Detergency of Detergent A,Nonionic
detergent B and Anionic detergent
Ci for Polyester.

QO     Q:      02      03

Conc.。f Detergellt(%)

Fig。 2-2 Detergency of Anionic detergent C2
for cotton.



第 2級アルコール系界面活性剤の特性に関する研究 :道明・中村・吉川

高温度では洗浄効

率が悪くなつてい

る。特に,SDS
系界面活性剤,マ

ルセル石けんでは

その傾向が著しい。

これは逆汚染の影

響かと考えられる

が,これについて

は,なお,検討す

る必要がある。

次に,洗剤濃度

20  40  60  差による洗浄効率

Temp(℃ )   は,図 2-1にみ

Fig。 2■ Detergency～ Tem―  られる様に,低温
perature for Poly―  度においては,そ
ester at O.2%solu.の

洗剤濃度が低く

なれば,洗浄効率も低下してくるが,高温洗浄におい

ては,洗剤濃度差による洗浄効率の顕著な差は認めら

れなかつた。

3.3 A洗 剤のすすぎ効果についての考察

津田,野間ら4〉 によれば,すすぎの限界は,布に吸

着残存する洗剤,及び, ヨゴレ量と,すすぎ液中の残

存部のうち,乾燥によつて布に残る量との関係で定ま

るとし, C/Co=0.ol程 度を目安として,必要かつ

充分としている。

但し,Coは洗浴初濃度,Cはすすぎ後の浴濃度で

ある。

十
一  12345
Number of rinsing(times)

Fig.3-l Rinsing Effect for
Polyester at 20° C,

0.2% solu.

本実験においては, C/CO=0.01に 達するには,

図3-1に示すように, 4種類洗剤のうち,マ ルセル

石けんを除く3種類の洗剤は,すすぎ回数 2回で満足

される。また,A洗剤,サ ラットはすすぎ効果が良く

かつ,その差がわずかであることがわかる。

なお,こ こで,すすぎ効果のめやすとしてのすすぎ

比は以下のように定義されている。

すすぎ比=(И -3)/(五 一C)

但し,Aは原液の導電率の平均値,Bはすすぎ後の

導電率の平均値.Cは蒸留水の導電率の平均値 (2008

μびCm)である。

その結果,図 3-2, 3-3に示すように, 4種洗

剤のうち,マ ルセル石けんを除くA洗剤を含む 3種の

洗剤は,すすぎ回数 2回以後は,その差がほとんどな

くすすぎ温度が高い程,わずかにすすぎ比は良くなつ

ている。また,初期すすぎによるすすぎ効果が大きい

事もわかる。また,洗浄過程で布に吸着され,すすぎ

過程において脱着される界面活性剤の量は,布や活性

剤の種類,及び,その配合剤成分等によつて大幅に異

なる5)6)7)3)。

なお,すすぎ効果を考える時,界面活性剤の布への

吸脱着現象は当然考慮されるべき問題となる。

Table 2 Amount of detergent absorbed

!2345
Number of rinsing(times)

Fig。 3-3 Rinsing index for
Polyester at 20° C,

0.2% solu.
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そこで,吸着洗剤を浴比 1:2■ 5分間3回すすぎ

を行つた場合の吸着率を調べた結果を表2に示したも

これによると,A洗剤は他の洗剤に比べ吸着率は低

く,特に

'ポ
リエステル布においては,ご くわずかで

あることがわかる。これらのことより,A洗剤は布べ

の吸着量はわずかであり,すすぎ効果もよい洗剤であ

ると思われる。

4.総     括

A洗莉の未綿布,兼 リエステル布に対する洗浄効率
とすすぎ効果について検討したところ,次のような結

果が得られた。
1)A洗剤は,非イオン系界面活性剤の性質と, S

DS系界面活性剤の性質の両方を兼ねそなえ持ち,低

濃度においても,高い洗浄効率を示すが,木線布に対

しては,低温度では,洗浄力の低下が大きいと考えら

れる。
12)逆汚染の影響の少い洗剤であると推定される。

3)σ /σ o=001に 達するには,すすぎ回数2回

で満足される。

4)洗剤の布への吸着量はあずかでぁり

'す
すぎ効

果もよい洗剤である。           1■
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Summary

The detergeicy and rinsing propOrties of

detergent derived from secondary alCOh。 1

produced by oxidation of normal paraffin

(Secondary ,lcohol detergent, as follows),

CoⅢaring With the other one having been

used up to the present,were investigated.

In this expё riment,artificially soiled cotton

and polyestё r fabridも  、vere washed by Laun‐

dё r o―Meter under various conditions(dete_

rgeit conceitration, waShittg tさ 五petttti`

etC.)and were rinsed with distillatё d water

reptattdly b,batCh prOcess untill the electric

condittivity of the water iftさ i ri五意i五蒼』rid_
ually detreaSё d attd kept nearly c6istant near

the one of the original water.

It 、ャas foind thit sec6ndary alcohol deter_

gent thOu」 h thё re werb ζOme diff`ieit ie_

ζults bettwも en c8tton and 36け さ
`tef fabritt,had g66d detё rをchc,6● en at 16"er 、vishing

te血pёrature  and  10wer  concentTation  in

、vashing bath.

Thёrefbre, itヽ vis sh6"h that this second_

ary alcohol detergent 、vas nOt interior t6

the other detergent used in this experiment,

Moreover it was understood that iinSing

effect was also as excellent as the other

commertial synthetic detergent.   t


